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1.　生活を合理化 する施 設・設備 の普及 が主婦 の生活

に及ぼし てい る影響は生活革新 の動向 を尖鋭的 にあ らわ

す団地的 な集団住宅居住者 の生活 の中に鮮明 な現象 とし

て出てくることが報告されてい るが，生活様式 ・住居形

式 の画一的，平均的，かつ機能的 な住宅 に生活 する主婦

の生活形態について，とり わけ生活時間帯 の点 から特異

性 を把握し たい と考え本研究を試みた。

2･　調 査対 象は 鹿児島市公営 ア パ ート（中層鉄筋構

造 ・2DK 型式 住宅）居住者216 世帯よ り120 世帯を無

作 為抽 出し，本 年１月 ～２月 にわたってアンケ ートによ

る調査 を実施し た。

3.　集団住宅 における主婦の生活はい ろいろな要素に

よ って影響があ るが家 事労働の内容や時 間には一般家 屋

居住者 との間 には特 に差異はみられず，家 族構成や主婦

の年代等 による差異が顕著 であった。また，時 間帯から

みると家 事の併行作業が多く， 作業能率が設備 との関 わ

りを有す る家事 労働につい ては作業に要する量的 な面で

住居設備 の機 械性をみることができる。


